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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月8日(2016.7.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反射型原版であって、
　極端紫外光を反射する多層膜からなる反射層と、
　前記反射層を支持する基材と、
　前記反射層と前記基材との間に設けられ、前記反射層の熱を拡散する熱拡散層と、
を有し、
　前記反射層と前記熱拡散層とで構成する構造体の単位面積当たりの熱容量は、１．１(
Ｊ／（Ｋ・ｍ２）)以上である、
ことを特徴とする反射型原版。
【請求項２】
　前記熱拡散層の熱容量は、前記反射層の熱容量以上である、ことを特徴とする請求項１
に記載の反射型原版。
【請求項３】
　前記熱拡散層の熱拡散率は、前記反射層の熱拡散率以上である、ことを特徴とする請求
項１または２に記載の反射型原版。
【請求項４】
　前記反射層は、複数のＭｏ層と複数のＳｉ層とが交互に積層された多層膜からなる、こ
とを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の反射型原版。
【請求項５】
　前記熱拡散層は、単層膜からなる、ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項
に記載の反射型原版。
【請求項６】
　前記単層膜は、Ｓｉ、ＴａまたはＣｒからなる、ことを特徴とする請求項５に記載の反
射型原版。
【請求項７】
　前記熱拡散層は、多層膜からなる、ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項
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に記載の反射型原版。
【請求項８】
　前記熱拡散層は、複数のＭｏ層と複数のＳｉ層とが交互に積層された多層膜からなる、
ことを特徴とする請求項７に記載の反射型原版。
【請求項９】
　前記熱拡散層は、複数のＭｏ層と複数のＳｉ層とが交互に積層された多層膜からなり、
　前記熱拡散層を構成する１つのＭｏ層の厚さおよび１つのＳｉ層の厚さは、前記反射層
を構成する１つのＭｏ層の厚さおよび１つのＳｉ層の厚さと異なる、
ことを特徴とする請求項４に記載の反射型原版。
【請求項１０】
　反射型原版であって、
　極端紫外光を反射する多層膜からなる反射層と、
　前記反射層を支持する基材と、
　前記反射層と前記基材との間に設けられ、前記反射層の熱を拡散する熱拡散層と、
を有し、
　前記熱拡散層の熱容量は、前記反射層の熱容量以上である、
ことを特徴とする反射型原版。
【請求項１１】
　前記熱拡散層の熱拡散率は、前記基材の熱拡散率以上である、ことを特徴とする請求項
１０に記載の反射型原版。
【請求項１２】
　前記反射層の前記熱拡散層とは反対側に前記反射層を保護する保護層をさらに有する、
ことを特徴とする請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の反射型原版。
【請求項１３】
　請求項１ないし１２のいずれか１項に記載の反射型原版に極端紫外光を照射し、前記反
射型原版で反射された極端紫外光を用いて基板を露光する、ことを特徴とする露光方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の露光方法を用いて基板を露光する工程と、
　前記工程で露光された基板を現像する工程と、
を含むことを特徴とするデバイス製造方法。
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